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Abstract
  Soft-volleyball was developed by the Japanese Volleyball Association as an event that 
anyone can easily enjoy according to the player’s age, sex, physical fitness and skill levels. 
Currently various type of competitions held in various place in Japan and it became one 
of lifelong sports.
  The purpose of this study was to clarify the relationship between categorization and 
satisfaction of the soft-volleyball team and player to obtain basic data for future spread 
and development. The survey was conducted to 43 team 451 player which participated 
in tournament, by using the questionnaire method. For analysis, factor analysis focusing 
on the purpose of play and classified by cluster analysis and confirmed the difference by 
analysis of variance. The results were summarized as follows:
1.  Soft-volleyball enthusiasts had 40% of the players who were not members of the 
volleyball team in the club activities if the school days.
2.  Focusing on the satisfaction for current team and analyzing it by dividing into two 
groups of satisfied and dissatisfied, there was a significant difference in human relations 
within the team and strength and proceed of practice. 
3.  As a result of team categorization, satisfaction of player belonging to teams whose 
representatives have a leisure type value consciousness was the highest. 4.As a result 
of paying attention to the purpose of doing soft-volleyball, it was possible to identify 
three types of soft-volleyball players. 
  It was suggested that human relationships have a great influence as a factor that 
regulates satisfaction. Regarding the team, the satisfaction level of leisure type value 
conscious team was high. For the player, it was identified as 3 types and there was no 
difference in satisfaction level for each type. And it became clear that many effects can 
be realized by doing soft-volleyball for various purpose.
  Key words:  soft-volleyball, satisfaction, typification
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Ⅰ．緒言
スポーツの生涯化が謳われて久しい．ソ
フトバレーボールが誕生したのは 1987 年
である．平成の時代に入り，それぞれの人
が各ライフステージで自らのスタイルでス
ポーツを楽しむという生涯スポーツが単な
る理念の時代から実践・定着へと進展して
いった．ソフトバレーボールは，まさにそ
の時代に考案され誕生した．スポーツの一
般化が落ち着きを見せる一方で，スポーツ
実施の目的・種目・時間・場所・楽しみ方
などについて一段と多様化が進むなど，国
民のスポーツニーズは大きく変化しつつ
あった．実施種目に関しては競技規則が柔
軟性に乏しく，過去に経験ない初心者には
なかなか馴染みにくい「競技スポーツ」人
口はバレーボール人口を含めて減少の一途
をたどる反面，だれでも・いつでも・どこ
でも・いつまでも手軽にできる「軽い運
動・スポーツ」人口は増加傾向にありゲー
トボール・グラウンドゴルフ・インディア
カなど，いわゆるニュースポーツが生まれ
盛んに行われようとしている時期とも重な
る．このような時代的背景と国民のスポー
ツニーズの動向が踏まえられ，（公財）日
本バレーボール協会において，これまでの
6・9 人制のバレーボールのイメージから
脱し，各人の年齢・性・体力・技術レベル
に合わせてだれでも手軽に楽しめる新しい
バレーボールの開発がすすめられた．その
結果として，ソフトバレーボールが誕生し
たのであった．
日本ソフトバレーボール連盟への選手登
録者数は 14,196 人（平成 28 年 12 月 1 日時
点）であり，全国的な大会も数多く行われ
ている．わが国最大の競技スポーツの祭典
である国民体育大会とならんで，広く生涯
スポーツを奨励し，実践を促すことを目的
として，1988 年 11 月に文部科学省，（公財）
日本体育協会（当時）などの主催で「全国
スポーツ・レクリエーション祭（スポレク
祭）」がスタートし，その第 1 回からソフ
トバレーボールが正式採用されている．こ
の大会は 2011 年まで継続されたがそれ以
降は（公財）日本バレーボール協会，日本
ソフトバレーボール連盟によって「スポレ
クフェスティバル」という全国大会として
引き継がれている．また，1990 年には「全
国ソフトバレー・ファミリーフェスティバ
ル」（現在はブロック大会へ移行）が開催
され，1994 年からは「全国ソフトバレー・
シルバーフェスティバル」，1999 年からは
「全国ソフトバレー・レディス交流大会」，
2001 年からは「全国ソフトバレー・メンズ
交流大会」，2002 年からは前述の 2 大会を
まとめて，「全国ソフトバレー・レディス
＆メンズ交流大会」（現在は「全国ソフト
バレー・レディースフェスティバル」）が
開催された．最近では 2016 年から 18 歳以
上の男女を対象とした「全国ソフトバレ ・ー
フリーフェスティバル」が新設されている．
一方，厚生労働省の 50 周年事業の一環
として 1988 年から開催している，60 歳以
上を対象とするスポーツと文化の祭典「全
国健康福祉祭（ねんりんピック）」におい
ても，第 1 回からふれあいスポーツ交流大
会の種目に加えられている．さらに，全国
9 ブロックにおいて 1991 年からブロック
大会が開催されており，各都道府県におい
ても「ファミリーの部」，「トリム（男女混
合）の部」「レディスの部」のほか小学生
を対象とした「キッズの部」が盛んに行わ
れるなどソフトバレーボールは次第に広く
定着していき，今やニュースポーツを代表
する一種目にまで発展したといえる．（公
財）日本バレーボール協会でも，バレーボー
ルの競技人口の拡大に向けた取り組みとし
てソフトバレーボールの普及事業に乗り出
しており，ますますソフトバレーボールの
普及・発展が予測される（下山，2014）．
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宮城県では多くの大会が開催されてい
る．また，宮城県は古くからバレーボール
が盛んな地域の一つであり中学校のジュニ
アオリンピックカップ（JOC）では優勝経
験があり，高校においても男女ともに全国
大会で多数優勝した実績もある．さらには
現在の全日本シニアメンバーや U-23 のカ
テゴリーでも宮城県出身の選手が選ばれ活
躍している．大学においても東北レベルで
は宮城県の大学が常に東北の上位を占めて
いる．
以上のことから宮城県はバレーボール
の強豪チームや強豪選手が多く存在してい
る地域の一つであり，現在も盛んに多様な
形式でバレーボールが行われているといえ
る．
Ⅱ．本研究の目的
ソフトバレーボールは生涯スポーツの
祭典である全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭やねんりんピックなどに採用されたほ
か，数多くの全国的な大会があり，ニュー
スポーツとして十分に確立されてきた．一
方で前述のとおり，全国的な大会や県大会
を勝ち上がったチームによるブロック大会
等が数多く開催されていることで，勝利を
最優先して取り組んでいる可能性がある．
師岡（1993）はニュースポーツの特徴を
11 点列挙したうえで、「①「楽しさ」を得
ることを第一、②いつでも、③どこでも、
④誰でもできること」という 4 要素を必須
条件として、ニュースポーツは楽しさを得
ることが最大の目的であるとしている．ソ
フトバレーボールチームに着目した場合，
数多くのカテゴリーが存在しており各カテ
ゴリーに属している愛好者のソフトバレー
ボールに対する目的や価値意識，さらには
行ったことに対する効果に違いが生じるこ
とが窺える．それゆえ，所属チームの方針・
目的と所属選手が求めるものとの間に摩擦
が生じ，満足度にも影響が出ていることが
考えられる．本研究では，ソフトバレーボー
ルチームがどのような方針で取り組んでい
るかを価値意識に基づいて類型化し，そこ
へ所属している選手の満足度の関係性を明
らかにする．さらには，ソフトバレーボー
ルプレーヤーに関してもソフトバレーボー
ルの目的に着目し類型化することで愛好者
の特性を探る．現在のソフトバレーボール
プレーヤーのバックグラウンドや目的意
識，ソフトバレーボールによる心身への効
果など多様な観点から捉えることにより，
ソフトバレーボールが今後より普及・発展
していくための一助となることを主たる目
的とする．
Ⅲ．研究方法
ⅰ．研究対象
本研究では宮城県内のソフトバレーボー
ルチームおよび所属選手を対象とし，県
内 2 大会に参加していたチーム 36 チーム
451 名を調査の対象とした．調査方法は大
会会場で各ソフトバレーボールチームの代
表者へ所属選手分の調査用紙および返信用
レターパックを渡し，後日郵送してもらう
方法をとった．調査用紙に関しては代表者
用と所属選手用に分けて調査を行った．調
査日程は，対象とした大会の開催日である
平成 30 年 5 月 27 日および 8 月 5 日とし
た．平成 30 年 8 月 17 日を締め切りとし，
遅れて回答があったものも随時受け付け，
最終締め切りは平成 30 年 8 月 26 日とし
た．本研究における調査用紙配布数はチー
ム数 36 チーム，配布数 451 部であり，回
収数がチーム代表者用 28 部（77.8％）所
属選手用 239 部（53.0％）となった．代表
者用調査用紙は無効 0 部，有効 28 部（有
効回答率 100%）となり，所属選手用調査
用紙は無効 6 部，有効 233 部（有効回答率
97.5%）であった．
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ⅱ．調査内容
本研究における調査内容はチーム代表者
と所属選手によって分かれている．チーム
代表者に対する調査項目は「個人的属性」
4 項目，「チームの活動状況・実態」17 項目，
「チームのスポーツ価値意識」2 項目，「チー
ムのソフトバレーボールに対する目的」26
項目，「代表者としてのソフトバレーボー
ルに対する考え」14 項目，「チームの運営」
5 項目および自由記述欄である．所属選手
に対する調査項目は「個人的属性」15 項目，
「チームへの期待度と満足度」2 項目，「ス
ポーツ価値意識」2 項目，「ソフトバレー
ボールの目的」26 項目，「所属チームに関
する事項」14 項目，「ソフトバレーボール
に対する考え」14 項目，「ソフトバレーボー
ルを行ったことによる効果」18 項目およ
び自由記述欄である．本研究では，目的を
達成するために以下の手順で各変数を操作
し分析に用いる．代表者用の質問項目「チー
ムのソフトバレーボールに対する目的」26
項目，「代表者としてのソフトバレーボー
ルに対する考え」14 項目ならびに所属選
手用の質問項目「ソフトバレーボールの目
的」26 項目，「所属チームに関する事項」
14 項目，「ソフトバレーボールに対する考
え」14 項目，「ソフトバレーボールを行っ
たことによる効果」18 項目に関してはそ
れぞれ逆転項目を除いて，否定的評価を 1，
肯定的評価を 5 とした 5 段階リッカートタ
イプ尺度を用いて回答を求めた．
分析では，ソフトバレーボールがどの
ように取り組まれているか，選手のバック
グラウンド，スポーツ価値意識，目的，ソ
フトバレーボールによる心身の効果等を明
らかにするために単純集計を行った．ま
た，チームおよび選手を類型化するために
スポーツ価値意識の 4 類型を用いて類型化
するほかソフトバレーボールを行う目的に
着目し因子分析を行った後、クラスター分
析を行うことで類型化を図り、分散分析に
てクラスター毎に違いがあることを確認し
た．そこからさらに満足度との関係性を
みた．これらの統計処理については IBM 
SPSS Statistics 統計解析ソフト V25 を用
いた．
Ⅳ．結果および考察
ⅰ．サンプルの属性
ソフトバレーボールチームの代表者の性
別は，「男性」53.6％で「女性」が 46.4％だっ
た．職業は「会社員」が最も多く 46.4％，
次いで「主婦」が 21.4％だった．代表者
の年齢の平均は 53.0 歳で，ソフトバレー
ボール歴の平均は 161.4 カ月，およそ 13.5
年で 10 年以上継続してソフトバレーボー
ルを行っている選手が代表者を務めること
が多いようである．チームの 1 カ月当た
りの平均練習回数は 5.1 日で 1 回あたりの
平均練習時間は 130.2 分であり，おおよそ
週 1 回，2 時間ほどの練習を行っていると
いえるチーム内の登録人数の平均は 1 チー
ムあたり 16.0 人で，1 つのチームの中でカ
テゴリー別に複数のチームを組んだりして
いるようである．また、1 チーム 4 人（最
小値）というチームもあることから，ソフ
トバレーボールの競技特性の 4 人 1 チーム
で行う点において，ある程度手軽にチーム
を組むことができるようである．ソフトバ
レーボールプレーヤーの性別は「男性」が
40.3％で「女性」が 59.7％で女性のほうが
多い結果となった．このようにソフトバ
レーボールプレーヤーは女性が多いために
ソフトバレーボールの大会において男性の
部には年齢制限が設けられていない一方，
女性の部に関しては年齢が分けられている
（女子 39 歳以下の部および女子 40 歳以上
の部）可能性がある．職業は「会社員」が
43.9％で最も多く，次いで「パート・アル
バイト」が 21.1％，「主婦」が 12.3％だっ
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た．選手の年齢の平均は 48.8 歳でソフト
バレーボールは中高年を中心に親しまれて
おり，マスターズスポーツの一つとしても
取り組まれているといえる．ソフトバレー
ボール歴の平均は 116.3 カ月（9.7 年）だっ
た．1 カ月当たりの平均練習参加回数は 5.1
回で 1 週間に 1 回程度参加していることが
いえ，さらにはチーム自体の練習回数も 5.1
回だったことから，チームの練習がある場
合にはほぼ参加していることになる．学生
時代の部活動（クラブ活動）では中学・高
校でバレーボール部が 36.2％，中学のみが
17.6％，高校のみが 8.6％，所属経験なしが
37.6％と，学生時代にバレーボール部に所
属していない愛好者が 4 割ほど存在してお
り，ソフトバレーボールはバレーボール経
験の有無にかかわらず多様な人々に取り組
まれていることが示唆された．
ⅱ．スポーツ価値意識に基づいたチームの
類型化と所属選手の満足度の関係性
チームを類型化するにあたり上杉（1987）
のスポーツ価値意識の 4 類型の指標（図 1）
を用いて類型化を行った．
 
ソフトバレーボールチームの代表者を
スポーツ価値意識の 4 類型に当てはめる
と「アゴン型」14.3％，「世俗内禁欲型」
10.7％，「レジャー型」67.9％，「レクリエー
ション型」7.1％となり「レジャー型」が多
いという結果となった．ソフトバレーボー
ルチームの代表者は現在のチームの能力や
技術レベルに応じて気軽に行い，ソフトバ
レーボール自体の面白さを味わうことが大
切であるという方針を持った代表者が多い
といえる．ソフトバレーボールプレーヤー
についてもチーム代表者と同様にソフトバ
レーボールに対する価値意識について質問
をした．これらのことからソフトバレー
ボールプレーヤーをスポーツ価値意識の 4
類型に当てはめると「アゴン型」25.3％，
「世俗内禁欲型」12.7％，「レジャー型」
51.5％，「レクリエーション型」10.5％とな
り「レジャー型」が多いという結果となっ
た．ソフトバレーボールプレーヤーもチー
ム代表者同様に自分の体力レベルや技術レ
ベルに合わせてソフトバレーボールそのも
のの面白さを味わおうとしている傾向にあ
るといえる．
チーム代表者の価値意識毎に所属選手の
満足度をみたところ「レジャー型」の価値
意識をもった代表者のチームに所属してい
る選手の満足度の平均が最も高い値を示し
た（図 2）．このことはプレーヤー全体の
価値意識もレジャー型が多いことが影響し
ている（レジャー型 50.6％）可能性が考え
られる．このことから，「現在のチーム能
力や技術レベルに応じて気軽に行い，ソフ
トバレーボールそのものの面白さを味わう
ことを大切にしている」代表者のチームは
満足度が高いことがいえる．
 
図 1．スポーツ価値意識の 4 類型
図 2．代表者のスポーツ価値意識と所属選手の満足度の関係
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ⅲ．ソフトバレーボールプレーヤーの類型
化
プレーヤーの類型化にあたりソフトバ
レーボールを行う目的に着目し因子分析
（主成分分析，バリマックス回転）を行い，
抽出した因子をもとにクラスター分析を用
いて 3 タイプに類型化した．
まず「自分がソフトバレーボールを行う
目的 26 項目」について主成分分析のバリ
マックス回転により因子分析を実施した．
尺度は 5 件法を用いて因子数はスクリー基
準と固有値の変化に鑑み 3 因子構造が妥当
だと考えた．因子分析の結果（バリマック
ス回転後の因子パターン）は表 1 に示す．
第 1 因子は 7 項目で構成されており，自
己の体重や体型の維持改善のため，体調管
理や機能回復のため，病気や障害予防のた
めなどの項目が多く含まれているため「ヘ
ルスメディケーション目的」因子と命名し
た．第 2 因子は 8 項目で構成されており，
旅行として試合や大会に参加するため，日
常性から離れるため，家族との交流のため
などの項目が含まれているため「レジャ ・ー
レクリエーション目的」因子と命名した．
第 3 因子は 7 項目で構成されており，ソフ
トバレーボールの技術や技能を高めるた
め，自分自身の鍛錬や練習のため，ソフト
バレーボール自体を楽しむため，体を動か
すこと自体を楽しむため，自分自身の趣味
や娯楽のためといった項目が含まれている
ため「競技，生きがい目的」因子と命名した．
 
続いて，サンプルを細分化するため前述
の測定指標の主成分分析によって算出され
た因子得点を用いてクラスター分析を行っ
た．クラスター分析では，因子得点の類似
性に基づいてすべてのサンプルを類型化し
て分類する階層的方法を選び，ウォード法
を用いた．算出された因子得点を用いて分
析を行った結果，3 つのタイプのソフトバ
レーボールプレーヤーを識別することがで
きた．各タイプのソフトバレーボールの目
的にかかる平均因子得点は表 2，図 3 のと
おりである．各タイプ内において一元配置
分散分析と多重比較を行い各タイプの特
徴を確認した．タイプ 1 は F3 競技，生き
がい目的（3.72）がやや高い得点となって
いるが，F1 セルフメディケーション目的
（2.55），F2 レジャー・レクリエーション目
的（2.72）は低くなっている．タイプ 2 は
他の 2 タイプと比べすべての要素において
高い得点を示しており，F1 セルフメディ
ケーション目的（4.21），F2 レジャー・レ
クリエーション目的（3.57），F3 競技，生
きがい目的（4.35）となっている．タイ
因子 321目項問質
2.体重・体型維持のため 0.872
3.体重・体型改善のため 0.854
4.体力や機能回復のため 0.841
6.体調管理や改善のため 0.821
1.病気や障害の予防のため 0.761
8.ボディイメージの向上のため 0.716
7.加齢への対処と活力維持のため 0.669
17.夢や憧れの実現のため 0.813
18.以前のプレー感覚を味わうため 0.728
22.他者との競争のため 0.715
12.旅行として試合や大会に参加するため 0.656
23.理想とするレベルに到達するため 0.611
13.日常性から離れるため 0.604
10.家族との交流のため 0.599
21.自己の精神力向上のため 0.506
20.ソフトバレーボールの技術や技能を高め
るため 0.719
19.自分自身の練習や鍛錬のため 0.693
25.チーム内の人たちとの交流を図るため 0.672
24.ソフトバレーボール自体を楽しむため 0.671
15.体を動かすこと自体が楽しいため 0.602
9.自分の趣味や娯楽のため 0.597
16.大会や試合で勝利するため 0.534
5.150 4.518 4.157
19.810 17.376 15.990
回転後の負荷量平方和(a)
分散の％
累積寄与率％ 19.810 37.185 53.176
因子抽出法: 主成分分析
 回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法a
a. 6 回の反復で回転が収束しました。
競技・生き
がい目的
セルフメ
ディケー
ション目的
レジャー・
レクリエー
ション目的
表 1．ソフトバレーボールを行う目的に関する因子分析
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プ 3 はタイプ 2 との得点傾向は似ており
（F1,F3>F2），F1 セルフメディケーション
目的（3.75），F3 競技，生きがい目的（3.92）
において比較的高い得点を示しているが
F2 レジャ ・ーレクリエーション目的（2.38）
においては著しく低い傾向を示している．
このように 3 つのソフトバレーボールの目
的要素において，タイプ間の因子得点にも
違いがみられ分散分析の結果すべての目
的要素に 0.01％水準で有意な差が認められ
た．
さらに各タイプの特徴をみるため，所属
チームに対する考え，ソフトバレーボール
に対する考え，ソフトバレーボールを行っ
たことによる効果について因子分析を用い
て因子を抽出した（主因子法，Promax 回
転）．その後各タイプにどのような違いが
あるかタイプ毎に分散分析（Scheffe）によ
り比較した．所属チームに対する考えでは
すべての因子において有意な差はみられな
かった．ソフトバレーボールに対する考え
ではすべての因子においてタイプ間での有
意な差がみられた．「簡便性」因子では「タ
イプ 1 とタイプ 2」（<0.01）および「タイ
プ 2 とタイプ 3」（<0.01）との間で有意な
差がみられた．「心身向上性」因子ではす
べてのタイプの間において有意な差がみら
れた．（「タイプ 1 とタイプ 2」（<0.001），「タ
イプ 1 とタイプ 3」（<0.001），「タイプ 2 と
タイプ 3」（<0.05）），「交友関係構築性」因
子では「タイプ 1 とタイプ 2」（<0.001）お
よび「タイプ 2 とタイプ 3」（<0.01）との
間で有意な差がみられた．「容易性」因子
では「タイプ 1 とタイプ 2」（<0.001）およ
び「タイプ 1 とタイプ 3」（<0.01）との間
で有意な差がみられた．ソフトバレーボー
ルを行ったことによる効果については「日
常充実」因子，「疾病治療」因子，「心身向
上」因子においてタイプ間での有意な差が
みられた．「日常充実」因子ではすべての
タイプ間において有意な差がみられた（「タ
イプ 1 とタイプ 2」（<0.001），「タイプ 1 と
タイプ 3」（<0.05），「タイプ 2 とタイプ 3」
（<0.001））．「疾病治療」因子では「タイプ
1 とタイプ 2」（<0.001）および「タイプ 2
とタイプ 3」（<0.001）との間で有意な差
がみられた．「心身向上」因子ではすべて
のタイプ間において有意な差がみられた．
（「タイプ 1 とタイプ 2」（<0.001），「タイプ
1 とタイプ 3」（<0.01），「タイプ 2 とタイ
プ 3」（<0.05））．「興味・関心」因子ではタ
イプ間に 95％水準において有意な差がみ
られなかったが，タイプ 2 が最も高く，タ
イプ 1 が最も低い結果となった．
これらのことから，目的意識の得点が最
も高かったタイプ 2 は有意な差があった比
較項目すべてにおいて最も高い得点を示し
ていた．一方でタイプ 1 は有意な差があっ
た比較項目すべてにおいて最も低い得点を
示していた．
表 2． ソフトバレーボールを行う目的に関するタイプ毎の
因子得点表
図 3．ソフトバレーボールの目的による各タイプの分類
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Ⅴ．結論
ソフトバレーボールプレーヤーは男性よ
りも女性のほうが多く，そういったことか
らソフトバレーボールの大会において男性
の部は年齢区分がないのに対し，女性の部
のみ年齢区分が設けられている可能性があ
ることがわかった（男女混合除く）．また，
ソフトバレーボール愛好者には学生時代の
部活動，クラブ活動においてバレーボール
部ではないプレーヤーが 4 割ほどいること
が明らかになり，ソフトバレーボールは専
門的なバレーボール経験のないプレーヤー
にも取り組まれ多様な人が親しむことがで
きるスポーツであることが考えられる． 
代表者が考えているスポーツ価値意識に
よってチームを類型化した．その結果，代
表者が「レジャー型」の価値意識を持って
いるチームに所属している選手の満足度が
最も高かった．よって，所属選手の特性に
はよるがチームの代表者としては「現在の
チームや自己の実力に合わせてソフトバ
レーボールそのものの面白さを味わおうと
する」価値意識を持つことが高い満足度に
つながることが示唆された．
ソフトバレーボールプレーヤーを 3 つの
タイプに識別することができた．タイプ 1
はソフトバレーボールをソフトバレーボー
ルの競技性の部分や生きがいとしてでしか
行っておらずソフトバレーボールそのもの
を行うことしか考えていないことが窺え
る．タイプ 2 はタイプ 1 と同様にソフトバ
レーボールの競技性や生きがいとして行う
ことを目的としている．しかしそれだけで
なく自己の体型の維持，改善や健康を目的
としても行っておりソフトバレーボールに
数多くの目的をもって行っていると考えら
れる．タイプ 3 はタイプ 2 と同様にソフト
バレーボールの競技性や生きがいに加え，
自己の健康管理等を目的として行っている
がタイプ 2 と比べてそれらの割合は全体を
通して低い（有意な差が示されている）．
さらに「レジャー・レクリエーション」因
子に関しては他の目的に比べ著しく低く，
各タイプと比較をしてもソフトバレーボー
ルを行う目的としては最も低い．よってタ
イプ 3 は自己の健康のためや競技的，生き
がいとしては行っているものの旅行として
試合や大会に参加したり，家族との交流の
ため等のレジャー的，レクリエーション的
には行っていないことが示唆された．
タイプ別による満足度に関しては有意な
差がみられなかったが，多様な目的をもっ
てソフトバレーボールを行っているタイプ
2 のプレーヤーは他の 2 タイプよりも満足
度が高い傾向にあった．さらには，ソフト
バレーボールを行ったことによる実感した
効果との関連性をみても，あらゆる目的を
比較的高い水準で取り組んでいるタイプ 2
は「日常充実」「疾病治療」「心身向上」「興
味・関心」の因子すべてで最も高い結果と
なった．ソフトバレーボールを競技的な部
分，生きがいとすることを目的とするだけ
でなく，自己の健康管理等の目的も持って
行う，かつレジャーやレクリエーションと
しての目的も少なからず持つプレーヤーの
ほうがソフトバレーボールによる様々な効
表 3．比較項目ごとの因子得点表
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果を実感できることが明らかとなった．ソ
フトバレーボールを行う上では多様な目的
を持って行うことが満足度を高めソフトバ
レーボールによる効果を実感することがで
きるといえる．
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